
 

令和８年３月 31 日  
気象庁大気海洋部   

 

配信資料に関する技術情報第 677 号 

～ 潮位に関する全般解説資料の変更について ～ 
（配信資料に関する仕様 No31001 号関連） 

 
気象庁では、令和８年５月下旬の新たな防災気象情報の運用開始に伴い、「潮位

に関する全般解説資料」の内容変更を行いますので、お知らせいたします。 
 

１ 実施日時 
令和８年５月下旬頃に提供開始する計画です。提供開始の日程は、４月頃に配

信資料に関するお知らせにより別途お知らせします。 
サンプルデータは、（一財）気象業務支援センターを通じて提供します。 

 
２ 変更内容等 

 高潮特別警報をレベル５高潮特別警報に移行するとともに基準値を新設するこ

と、高潮警報基準をレベル４高潮危険警報基準に移行すること、高潮注意報基準を

廃止することに伴い、基準超過及び基準下 10 センチ超過の解説対象を下表のとお

り変更します。 
また、潮位情報は気象解説情報（潮位）に移行するため、潮位情報の発表状況の

対象を気象解説情報（潮位）に変更します。 
 

３ 仕様の変更 
配信資料に関する仕様 No31001 を更新します。潮位に関する全般解説資料の仕

様は、下掲の配信資料に関する仕様の別紙１～３をご覧ください。 
  
４ 障害時やメンテナンス時の対応 

システム障害等により、当該気象情報の作成が不可能となった場合、データの

再送は行いません。あらかじめご承知おきください。 
 

表 基準超過及び基準下 10 センチ超過の解説対象 
現行 変更後 

警報基準超過 特別警報基準超過 
警報基準下 10cm 超過 特別警報基準下 10cm 超過 
注意報基準超過 危険警報基準超過 
注意報基準下 10cm 超過 危険警報基準下 10cm 超過 

 



 

令 和 ２ 年 ３ 月 ３ １ 日  
令和５年 12 月 13 日改訂   
令和８年５月 XX 日改訂 
気 象 庁 大 気 海 洋 部  

 

配信資料に関する仕様 No.31001 

 ～潮位に関する全般解説資料～ 
 

１．概要 
気象庁では、高潮に関する予報業務許可の審査基準の改正にあわせ、「潮位に関

する全般解説資料」を提供しています。 
 

２．潮位に関する全般解説資料について 
 「高潮モデル格子点値」及び「高潮ガイダンス格子点値」の解釈のポイント等

を解説した資料です。 

 プロダクトの概要については別紙１を、サンプルについては別紙２及び別紙

３を参照願います。 

  
３．障害時やメンテナンス時の対応 

システム障害等により、当該気象情報の作成が不可能となった場合、データの再

送は行いません。あらかじめご承知おきください。 
 
 
【改訂履歴】 
〇令和５年 12 月 13 日 
 「配信資料に関する技術情報第 616 号～潮位に関する全般解説資料の変更につ

いて～」のとおり改訂。 
○令和８年５月 XX 日 
 「配信資料に関する技術情報第 XXX 号～潮位に関する全般解説資料の変更につ

いて～」のとおり改訂。 



 

別紙１ 

 

潮位に関する全般解説資料の概要 

 

（１）概要 

気象情報の名称 潮位に関する全般解説資料 

ファイル名 Z__C_RJTD_yyyyMMddhhmmss_TID_CHT_JCIchouikaisetu_image.pdf1 

配信時刻 

（日本時間） 
00 時 45 分頃、09 時 30 分頃、12 時 30 分頃 （1 日 3 回）2 

ファイル形式 PDF（カラー・A4 横・1～4 ページ） 

ファイル容量 約 150KB／回×３回／日＝約 450KB／日 

 

（２）資料の内容 

本解説資料では、潮位の実況、高潮モデルによる予想、今後の着目点及び潮位情報 

気象解説情報（潮位）の発表状況を記載します。また、高潮ガイダンスによる期間最高潮

位と特別警報・注意報 危険警報基準の差を表す図を掲載します。00時 45分頃及び 12

時 30 分頃配信分については、明日まで、明後日以降の予想期間についてそれぞれパ

ートを分けて記載します。09 時 30 分頃配信分については、明日までの予想期間につい

て記載します。別紙２に、解説資料のサンプルを示します。 

 

（３）資料の構成（「明日まで」パート、「明後日以降」パート共通） 

＜資料上部＞ 

 資料名と、資料の発表時刻（年月日）を示します。また、資料の対象となる予想期間

を「明日まで」または「明後日以降」と記載します。 

＜資料左側＞ 

 実況 

 潮位偏差の実況を、地域別に解説します。数値は、資料発表時刻の直近の正

時における、前５分間の潮位観測データの平均値です。 

 副振動の発生状況や見通しについて解説します。 

 
1 Z と C の間にはアンダースコアが 2 個、その他はアンダースコアが 1 個入ります。

yyyyMMddhhmmss は資料の発表時刻の年月日時分秒を UTC（協定世界時）で設定します。 
2 資料の発表時刻（資料上部に表示される発表時刻）は、それぞれ 01 時 00 分、10 時 00 分、12 時

30 分（日本時間）となります。 



 

 モデル 

 高潮モデルの予想による、明日までまたは明後日以降の予想期間内の潮位偏

差の最大値とその時間帯を地域別に解説します。台風時には主に MSM 又はボ

ーガス中央コースのメンバー、非台風時には MSM のメンバーの予想による値を

記載します。 

 今後の着目点 

 今後、どのような点に着目して潮位の監視・予報を行うべきか解説します。 

 高潮ガイダンスの予想による、高潮警報 高潮特別警報基準、高潮警報 高潮

特別警報基準下 10 センチ、高潮注意報 高潮危険警報基準及び高潮注意報 

高潮危険警報基準下 10 センチを超過する可能性のある地域と、その時間帯を

解説します。台風時には、モデルの項で記載したメンバーの予想に加え、それ

以外のメンバーの予想も必要に応じて解説します。非台風時は、MSM のメンバ

ーによる予想を解説します。 

 潮位情報 気象解説情報（潮位）の発表状況（「明日まで」パートのみ） 

 （全般・地方・府県）潮位情報 気象解説情報（潮位）の発表状況を解説します。 

＜資料右側＞ 

 高潮ガイダンス期間最高潮位と各警報・注意報基準の差 

 高潮ガイダンスの予想による明日までまたは明後日以降の期間の最高潮位と、

高潮警報・注意報 高潮特別警報・危険警報の差を表す図を掲載します。 

 図の作成に用いる高潮ガイダンスのメンバーは、非台風時はMSM、台風時はモ

デルの項で記載したメンバーとなります。 

 

（４）留意事項 

 本解説資料は、気象事業者等が、気象庁の提供する潮位に関する予報の根拠を

理解するための補助資料です。そのままの形で一般に提供することを想定したも

のではありません。 

 高潮警報・注意報 高潮特別警報・危険警報基準を超過する可能性がある地域や、

高潮ガイダンス期間最高潮位と高潮警報・注意報 高潮特別警報・危険警報基準

の差は、高潮ガイダンスの予想から機械的に判断し記載するものであり、実際の高

潮特別警報・危険警報・警報・注意報の発表とは必ずしも一致しません。 

 資料の訂正がある場合は、別紙３のとおり、資料中に訂正箇所を明記したうえで再



 

配信します。ファイル名は訂正前のものと同じです。 



 

別紙２ 

潮位に関する全般解説資料のサンプル１（台風時、00 12 時 45 30 分頃配信分の例） 

 

※吹き出しの赤字は令和５年 12 月 13 日現在の仕様からの変更点を示しています。 

 



 

＜２ページ目＞ 

 

※吹き出しの赤字は令和５年 12 月 13 日現在の仕様からの変更点を示しています。 



 

潮位に関する全般解説資料のサンプル２（非台風時、09 時 30 分頃配信分の例） 

※吹き出しの赤字は令和５年 12 月 13 日現在の仕様からの変更点を示しています。 

 



 

別紙３ 

潮位に関する全般解説資料のサンプル３（内容の訂正がある場合の例） 

※吹き出しの赤字は令和５年 12 月 13 日現在の仕様からの変更点を示しています。 
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